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安 全 に ご 使 用 い た だ く た め に

本 器 を 安 全 に ご 使 用 い た だ く た め に 、 次 の 注 意 事 項 を お 守 り く だ さ い 。

こ の 取 扱 説 明 書 で は 、 機 器 を 安 全 に 使 用 し て い た だ く た め に つ ぎ の よ う な

シ ン ボ ル マ ー ク を 使 用 し て い ま す 。

 警 告 取 扱 を 誤 っ た 場 合 に 、 使 用 者 が 死 亡 又 は 重 傷 を 負 う 危 険 の

状 態 が 生 じ る こ と が 想 定 さ れ る 場 合 、 そ の 危 険 を 避 け る た

め の 注 意 事 項 で す 。

 注 意 取 扱 を 誤 っ た 場 合 に 、 使 用 者 が 軽 傷 を 負 う か 、 又 は 物 的 障

害 の み が 発 生 す る 危 険 の 状 態 が 生 じ る こ と が 想 定 さ れ る 場

合 の 注 意 事 項 で す 。

 警 告

本 器 は 高 電 圧 を 測 定 し ま す 。 感 電 の 恐 れ が あ り ま す の で 次 の 事 項 を 厳 守

し て く だ さ い 。

・ 測 定 中 は 測 定 端 子 、 高 圧 測 定 リ ー ド 若 し く は 高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル 又 は

被 測 定 物 に は 触 れ な い で く だ さ い 。

本 体 にの 記 号 を 表 示 し て い る 部 分 は 、 高 電 圧 を 入 力 す る 危 険 な 箇 所

で す 。

・ 大 地 接 地 端 子 は 必 ず 大 地 に ア ー ス し て く だ さ い 。

・ 被 測 定 物 へ 接 続 す る ケ ー ブ ル は 付 属 の 高 圧 測 定 リ ー ド 又 は 高 圧 テ ス ト

ケ ー ブ ル を ご 使 用 く だ さ い 。

 注 意

・ 次 の よ う な 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。 故 障 、 誤 動 作 等 の ト ラ ブ

ル の 原 因 に な り ま す 。

雨 、 水 滴 、 日 光 が 直 接 当 た る 場 所 。

高 温 ・ 多 湿 や 、 ほ こ り ・ 腐 食 性 ガ ス の 発 生 す る 場 所 。

外 来 ノ イ ズ 、 電 波 、 静 電 気 発 生 の 多 い 場 所 。

振 動 、 衝 撃 が 常 時 加 わ る 、 又 は 大 き な 場 所 。

・ 本 体 の 通 風 穴 を ふ さ い だ り 、 物 を 入 れ な い で く だ さ い 。 機 器 ト ラ ブ ル

の 原 因 と な り ま す 。

・ ケ ー ス を 開 け た り 、 本 体 を 改 造 し な い で く だ さ い 。 感 電 の 危 険 や ト ラ

ブ ル の 原 因 と な り ま す 。
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１ ． は じ め に
こ の た び は MODEL:3514-2を お 買 い 上 げ い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す 。

こ の 取 扱 説 明 書 は 、 本 器 を お 使 い に な る 担 当 者 の お 手 元 に 確 実 に 届 く よ う お 取 り 計 ら

い く だ さ い 。 本 器 を 正 し く お 使 い い た だ く た め に 、 ご 使 用 前 に こ の 取 扱 説 明 書 を よ く

お 読 み く だ さ い 。

3514-2は 、 交 流 の 最 大 １ ０ ｋ Ｖ ま で の 高 電 圧 を 高 精 度 で 測 定 で き る デ ィ ジ タ ル 高 圧 計

で す 。

測 定 に お い て は 、 歪 波 で も 正 確 に 測 定 で き る 実 効 値 演 算 方 式 を 採 用 し て い ま す 。

本 器 は 、 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を １ ０ ０ ０ Ｍ Ω と 高 く し て い ま す の で 、 イ ン ピ ー ダ ン ス

の 高 い 高 圧 回 路 や 高 圧 電 源 な ど の 高 圧 測 定 な ら び に 耐 圧 試 験 器 の 出 力 電 圧 校 正 用 に 最

適 で す 。

２ ． ご 使 用 前 の ご 確 認
２ ． １ 開 梱 に 当 っ て

本 器 が お 手 元 に 届 き ま し た ら 輸 送 中 に 損 傷 を 受 け て い な い か ご 確 認 の 上 、 開 梱 し て く

だ さ い 。

万 一 、 破 損 し て い た り 仕 様 ど お り 作 動 し な い 場 合 は 、 お 買 い 求 め 先 又 は 当 社 営 業 所 に

ご 連 絡 く だ さ い 。

２ ． ２ 開 梱 時 の チ ェ ッ ク

本 器 を ダ ン ボ ー ル 箱 よ り 取 り 出 す 場 合 、 付 属 品 も お 忘 れ な く 全 部 取 り 出 し て く だ さ い

１ ． 本 体 １ 台

２ ． 付 属 品 １ 式

取 扱 説 明 書 １ 部

高 圧 測 定 リ ー ド 1.5 m １ 組

高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル 2.5 m １ 本

予 備 ヒ ュ ー ズ 0.25A １ 本

２ ． ３ 保 管

本 器 を 長 時 間 に わ た っ て 保 管 す る 場 合 は 、 湿 度 が 高 く 直 射 日 光 の 当 た ら な い 場 所 に 保

管 し て く だ さ い 。

２ ． ４ 取 り 扱 い 上 の 注 意

本 器 は 、 高 電 圧 を 取 り 扱 い ま す の で 安 全 性 に 十 分 留 意 し て 設 計 し て お り ま す が 、 最 大

１ ０ ｋ Ｖ の 高 電 圧 を 入 力 し ま す の で 、 取 り 扱 い を 誤 れ ば 人 命 に も か か わ る 事 故 が 考 え

ら れ ま す 。 事 故 防 止 の 為 、 下 記 の 注 意 事 項 を 厳 守 の 上 、 常 に 細 心 の 注 意 を 払 い 安 全 を

確 認 の 上 ご 使 用 く だ さ い 。

（ １ ） 大 地 接 地 端 子 （ Ｇ Ｎ Ｄ ） は 確 実 に 大 地 ア ー ス に 接 続 し て く だ さ い 。

本 器 の 接 地 を 取 ら な い で 被 測 定 物 の 高 圧 と 低 圧 を 逆 に 接 続 し た 場 合 は 、 本 器 が

高 電 圧 に さ ら さ れ 破 損 す る こ と が あ り 、 ま た 本 体 に 触 れ る と 非 常 に 危 険 で す 。

 警 告

接 地 が 不 完 全 な 場 合 、 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

（ ２ ） 被 測 定 物 と の 接 続 は 必 ず 付 属 の 高 圧 測 定 リ ー ド 、 又 は 高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル を 使

用 し 、 は ず れ な い よ う に 端 子 に 確 実 に 固 定 し て く だ さ い 。 特 に 低 圧 側 の リ ー ド

が は ず れ る と 感 電 の 危 険 が あ り 、 ま た 本 器 を 損 焼 す る こ と が あ り ま す 。
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３ ． 各 部 の 各 称 と 機 能
３ ． １ 前 面 パ ネ ル の 説 明

① 電 源 ス イ ッ チ （ Ｐ Ｏ Ｗ Ｅ Ｒ ）

ス イ ッ チ を 押 し 込 む と 本 体 電 源 が Ｏ Ｎ と な り ま す 。

 注 意

電 源 ス イ ッ チ を 押 し 込 む 前 に 、 電 源 電 圧 を 確 認 し て く だ さ い 。

② 低 圧 側 測 定 端 子 （ Ｇ Ｎ Ｄ ）

被 測 定 電 圧 の 低 圧 側 を 接 続 し ま す 。

裏 面 パ ネ ル の ① と 共 通 で す 。

③ 高 圧 側 測 定 端 子 （ Ｉ Ｎ Ｐ Ｕ Ｔ Ｈ Ｖ ）

被 測 定 電 圧 の 高 圧 側 を 接 続 し ま す 。

 警 告

測 定 中 は 、 端 子 に 触 れ な い で く だ さ い 。 感 電 す る 恐 れ が あ り ま す 。

④ 測 定 リ ー ド 固 定 ね じ

高 圧 測 定 リ ー ド 、 又 は 高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル を 高 圧 側 測 定 端 子 に 固 定 す る ね じ で す 。

⑤ 表 示 部

測 定 電 圧 値 を 表 示 し ま す 。
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３ ． ２ 裏 面 パ ネ ル の 説 明

① 大 地 接 地 端 子 （ Ｇ Ｎ Ｄ ）

箱 体 を 大 地 に 接 地 す る 端 子 で す 。

 警 告

接 地 が 不 完 全 な 場 合 、 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

② コ ー ド リ ー ル

保 管 時 に 電 源 コ ー ド を 巻 き つ け ま す 。

③ ヒ ュ ー ズ ホ ル ダ （ Ｆ Ｕ Ｓ Ｅ ０ ． ２ ５ Ａ ）

定 格 ０ ． ２ ５ Ａ の ミ ニ ヒ ュ ー ズ を 使 用 し ま す 。

定 格 以 外 の ヒ ュ ー ズ は 使 用 し な い で く だ さ い 。
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４ ． 操 作 方 法
４ ． １ 測 定 方 法

 注 意

操 作 す る 前 に 、 各 部 の 名 称 と 機 能 を 必 ず 読 ん で か ら 次 の 手 順 に 従 っ て

操 作 し て く だ さ い 。

① 本 器 の Ａ Ｃ 電 源 コ ー ド を Ａ Ｃ 電 源 に 接 続 し く だ さ い 。 電 源 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ す る 前

に 電 源 電 圧 が 、 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ （ Ａ Ｃ ９ ０ Ｖ ～ １ １ ０ Ｖ ） で あ る か ど う か を 確 認 し

て く だ さ い 。

そ の 上 で １ ５ 分 以 上 の ヒ ー ト ラ ン を 行 っ て く だ さ い 。

② 裏 面 パ ネ ル の 大 地 接 地 端 子 （ Ｇ Ｎ Ｄ ） を 大 地 に 接 地 し て く だ さ い 。 万 一 、 測 定 中

に 被 測 定 物 と の 間 の Ｇ Ｎ Ｄ 側 の 接 続 が は ず れ る と 、 本 器 の 箱 体 が 高 電 圧 に 充 電 さ

れ 危 険 で す 。 し た が っ て こ の 端 子 の 接 地 は 本 器 使 用 の 度 に 確 認 し て く だ さ い 。

 警 告

低 圧 側 の 測 定 ケ ー ブ ル が は ず れ る と 本 器 が 高 電 圧 に 充 電 さ れ 感 電 す る

恐 れ が あ り ま す 。

③ 表 面 パ ネ ル の 低 圧 側 測 定 端 子 （ Ｇ Ｎ Ｄ ） を 、 付 属 の 高 圧 測 定 リ ー ド （ 黒 色 ） で 被

測 定 物 の 低 圧 側 と 接 続 し ま す 。

下 図 の よ う に 、 必 ず 抜 止 金 具 を 端 子 に 固 定 し て く だ さ い 。

 警 告

低 圧 側 の 測 定 ケ ー ブ ル が は ず れ る と 本 器 が 高 電 圧 に 充 電 さ れ 感 電 す る

恐 れ が あ り ま す 。

④ 付 属 の 高 圧 測 定 リ ー ド （ 赤 色 ） を 、 高 圧 側 測 定 端 子 に 充 分 差 し 込 み 、 ね じ で リ ー

ド 線 を 確 実 に ロ ッ ク し ま す 。

ね じ は プ ラ ス チ ッ ク 製 で す の で 、 必 要 以 上 に 締 め す ぎ な い よ う に し て 下 さ い 。

⑤ ５ ｋ Ｖ を 超 え る 電 圧 を 測 定 す る 場 合 は 、 必 ず 高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル を 使 用 し て く だ

さ い 。

 警 告

５ ｋ Ｖ を 超 え る 電 圧 を 測 定 す る 場 合 に お い て は 、 高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル

を 使 用 し て く だ さ い 。 感 電 の 危 険 が あ り ま す 。
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⑥ 高 圧 測 定 リ ー ド （ 赤 色 ） 、 又 は ケ ー ブ ル の 先 端 を 被 測 定 物 の 高 圧 側 に 接 続 し た 後 、

被 測 定 物 の 電 源 を Ｏ Ｎ に し て く だ さ い 。

測 定 電 圧 が 、 表 示 さ れ ま す 。

４ ． ２ 使 用 上 の 注 意 事 項

① 仕 様 に 記 載 し て い る 周 囲 環 境 の 範 囲 内 で ご 使 用 く だ さ い 。

② 定 期 校 正 は 一 年 に 一 回 以 上 行 っ て く だ さ い 。

③ 高 圧 側 測 定 端 子 部 に 埃 が 付 着 す る と 、 入 力 抵 抗 が 低 下 し た り 、 分 圧 比 に 誤 差 が 生

じ る こ と が あ り ま す 。

し た が っ て 高 圧 端 子 部 の 絶 縁 物 は 、 時 々 乾 燥 し た 布 等 で 拭 い て く だ さ い 。

④ 本 器 は １ ０ ０ ０ Ｍ Ω の 高 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス と な っ て い ま す が 、 被 測 定 物 の 内 部

抵 抗 が 非 常 に 高 い 場 合 は 誤 差 を 生 じ ま す の で 次 式 に よ り 補 正 を 行 っ て く だ さ い 。

ｒ
Ｅ ＝ ｅ （ １ ＋ ）

１ ０ ０ ０ Ｍ Ω

Ｅ ： 補 正 し た 真 値

ｅ ： 本 器 の 指 示 値

ｒ ： 被 測 定 物 の 内 部 イ ン ピ ー ダ ン ス （ Ｍ Ω ）

た と え ば 、 ｒ が 約 １ ０ Ｍ Ω の 場 合 は 、 約 １ ． ０ ％ の 補 正 が 必 要 と な り ま す 。
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５ ． 校 正
５ ． １ 用 意 す る も の

３ ５ １ ４ － ２ を 校 正 す る 場 合 は 、 下 記 の 標 準 電 圧 発 生 器 を 用 意 し て く だ さ い 。

Ａ Ｃ ： ０ ～ １ ０ ｋ Ｖ 確 度 ０ ． １ ％ 以 上

上 記 の 標 準 電 圧 発 生 器 が 用 意 で き な い 場 合 は 、 日 常 使 用 す る 範 囲 内 の 電 圧 で 校 正 す る

か 、 又 は 当 社 に 校 正 を お 申 し 付 け く だ さ い 。

５ ． ２ 校 正 時 の 注 意

① 校 正 時 に は １ ０ ｋ Ｖ の 高 電 圧 を 取 り 扱 う こ と に な り ま す の で 、 作 業 の 安 全 性 に 関

し て は 十 分 な 注 意 を 払 っ て く だ さ い 。

② 校 正 作 業 の 前 に １ 時 間 以 上 の ヒ ー ト ラ ン を し て く だ さ い 。

５ ． ３ 校 正 方 法

本 器 箱 体 底 面 に あ る Ｍ Ａ Ｘ ， Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ ボ リ ウ ム で 校 正 を 行 い ま す 。

ま ず 、 高 圧 側 と 低 圧 側 測 定 端 子 を 短 絡 し て 表 示 が ０ ． ０ ０ に な る よ う Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ ボ リ ウ

ム で 指 示 を あ わ せ ま す 。

つ ぎ に 測 定 端 子 に Ａ Ｃ １ ０ ｋ Ｖ の 標 準 電 圧 を 印 加 し て 、 指 示 が １ ０ ． ０ ０ と な る よ う 、

Ｍ Ａ Ｘ ボ リ ウ ム を 調 整 し ま す 。

６ ． 仕 様

測 定 範 囲 AC 0.50～ 10.00kV (50～ 60Hz)

確 度 ※ AC± (0.5% of rdg.+3digit)

表 示 範 囲 10.00kV

分 解 能 0.01kV

入 力 対 抗 1000MΩ ± 2%

過 負 荷 20kVピ ー ク

入 力 形 式 シ ン グ ル エ ン デ ッ ド 入 力

演 算 方 式 実 効 値 演 算 方 式

表 示 Ｌ Ｅ Ｄ (文 字 高 さ 15mm)７ セ グ メ ン ト 赤 色

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周 期 約 2.5回 ／ 秒

応 答 時 間 約 2秒

耐 電 圧 電 源 外 箱 間 AC1500V 1分 間

絶 縁 抵 抗 DC500V 50MΩ 以 上

電 源 電 圧 AC100V± 10% 50/60Hz

消 費 電 力 約 4VA

動 作 周 囲 温 度 0～ 40℃

保 存 温 度 -20～ 70℃

外 形 寸 法 120(W)× 150(H)× 250(D)mm（ 突 起 部 除 く ）

質 量 約 2.2kg

高 圧 測 定 リ ー ド (1.5m) １ 組

高 圧 テ ス ト ケ ー ブ ル (2.5m) １ 本
付 属 品

電 源 ヒ ュ ー ズ (0.25A) １ 本

取 扱 説 明 書 １ 部

※ 確 度 ： ２ ３ ℃ ± ５ ％ ４ ５ ～ ７ ５ ％ Ｒ Ｈ の 状 態 で 規 定 。
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７ ． ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム
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● こ の 取 扱 説 明 書 の 仕 様 は 、 2025年 2月 現 在 の も の で す 。

鶴賀電機株式会社
大 阪 営 業 所 〒558-0013 大阪市住吉区我孫子東1丁目10番6号 TEL 06(4703)3874(代) FAX 06(4703)3875

名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町5番19号ｻﾝﾊﾟｰｸ東別院ﾋﾞﾙ2F TEL 052(332)5456(代) FAX 052(331)6477

横 浜 営 業 所 〒222-0033 横浜市港北区新横浜1丁目29番15号 TEL 045(473)1561(代) FAX 045(473)1557

ホームページ URL https://www.tsuruga.co.jp/

当製品の技術的なご質問、ご相談は下記まで問い

合わせください。

技術サポートセンター 0120-784646

受付時間:土日祝日除く 9:00～12:00/13:00～16:00

 


